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一

『

醒
睡
笑』

巻
二

｢

吝
太
郎｣
第
六
話

安
楽
庵
策
伝

(

一
五
五
四
〜
一
六
四
二)

編

『
醒
睡
笑』

(

寛
永
十

三
年
刊
八
巻
八
冊)

の
典
拠
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、
相
当

の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
大
き
な
進

展
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
東
洋
文
庫
三
一

『

醒
睡
笑』

戦
国
の
笑

話

(

平
凡
社
、
昭
和
五
十
二
年)

に
お
け
る
鈴
木
棠
三
氏
の
校
注
で
あ

ろ
う
。

同
氏
は
、『

寒
川
入
道
筆
記』

(

慶
長
十
八
年
成
立
一
冊)

、『

戯
言
養

気
集』

(

元
和
年
間
成
立
二
巻
二
冊)

、『

き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語』

(

元

和
・
寛
永
年
間
成
立
二
巻
二
冊)

な
ど
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
類
と

『

醒
睡
笑』

と
に
共
通
す
る
類
話
を
綿
密
に
考
証
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
鈴
木
氏
の
業
績
に
よ
り
、
我
々
は

『

醒
睡
笑』

の
典
拠
を
あ
る

程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
依
然
と
し
て
、
典
拠

不
明
と
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、『

醒
睡
笑』

巻
二

｢

吝
太
郎｣

第
六
話

(

以
下
、｢

吝
太
郎
譚｣

と
略
す)

も
、
そ
う
し
た

も
の
の
一
つ
で
あ
る

(

注
１)

。

あ
る
寺
の
住
持
、
弟
子
に
い
ひ
つ
け
ぬ
る
や
う
、｢

客
あ
ら
ん
た

び
わ
す
れ
ざ
れ
、
ま
づ
盃
を
出
し
て
は
愚
僧
が
手
の
置
処
を
見
よ
、

額
に
あ
ら
ば
上
の
酒
、
胸
を
さ
す
ら
ば
中
の
酒
、
膝
を
た
ゝ
か
ば

下
の
酒
、
此
掟
そ
む
く
事
な
か
れ｣

と
し
め
す
。
一
度
や
二
度
こ

そ
あ
ら
め
、
人
皆
後
は
見
し
り
た
り
し
に
、
さ
せ
ら
ぬ
だ
ん
な
参

詣
す
る
。
例
の
ご
と
く｢

酒
を
一
つ
申
せ
や｣

と
て
、
ひ
ざ
を
た
ゝ

き
し
か
ば
、
だ
ん
な
手
を
つ
き
て
、｢

と
て
も
御
酒
を
た
ま
は
ら
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ば
、
ひ
た
い
を
な
で
ゝ
く
だ
さ
れ
い
で｣

と
。

手
を
額
、
胸
、
膝
に
置
く
と
い
う
合
図
を
弟
子
に
お
く
り
、
そ
の
客

に
も
て
な
す
べ
き
酒
の
等
級
を
指
示
し
て
い
た
住
持
が
、
つ
い
に
は
そ

の
合
図
を
客
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
滑
稽
譚
で
あ
る
。

筆
者
は
、
朝
鮮
笑
話
集
と『

醒
睡
笑』

と
を
比
較
し
て
ゆ
く
過
程
で
、

こ
の

｢

吝
太
郎
譚｣

と
類
似
す
る
話
が
、
朝
鮮
漢
文
笑
話
集
に
も
存
在

す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
徐
居
正

(
一
四
二
○
〜
一
四
八
八
・
字
は
剛

中)

編

『

東
国
滑
稽
伝』

(

一
四
七
七
年
成
立
四
巻)

第
一
一
二
話
及

び
、
洪
万
宗

(

一
六
四
三
〜
一
七
二
五)
編

『
�

葉
志
諧』

(

一
六
七

八
年
以
降
成
立
一
巻
一
冊
か)

第
二
十
二
話
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、｢

吝
太
郎
譚｣

と
朝
鮮
漢
文
笑
話
集
が
典
拠
関
係
に
あ

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
も
っ
て
、
江
戸
噺
本
研
究
に
お
い
て
朝
鮮
漢

文
笑
話
集
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

二

『

東
国
滑
稽
伝』

、『�

葉
志
諧』

に
見
え
る
類
話

徐
居
正
編

『

東
国
滑
稽
伝』

は
朝
鮮
最
初
の
漢
文
笑
話
集
で
あ
る
。

別
名
は

『

太
平
閑
話
滑
稽
伝』

。
編
者
の
徐
居
正
は
朝
鮮
王
成
宗
か
ら

｢

達
成
君｣

と
い
う
称
号
を
も
ら
っ
た
朝
鮮
前
期

(

文
禄
・
慶
長
の
役

以
前)

の
官
僚
文
人
で
あ
る
。

居
正
の
自
序
に
、｢

蒼
龍
丁
酉
年
重
七｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書

は
一
四
七
七

(

享
徳
九)

年
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『

東
国
滑
稽
伝』

と
い
う
名
は
、
中
国
の
滑
稽
伝
に
対
す
る

｢

わ
れ

わ
れ
の
滑
稽
伝｣

と
い
う
意
識
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
の

『

文
選』

を
意
識
し
た

『

東
文
選』

(

一
四
七
八
年
刊
一
五
四

巻
四
十
五
冊)

を
は
じ
め
、
朝
鮮
の
歴
代
先
祖
の
詩
な
ど
を
集
め
た

『

東
人
詩
話』

(

一
四
七
五
年
刊
二
巻
一
冊)

な
ど
、
居
正
の
他
の
著
作

名
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

居
正
の
友
人
で
あ
る
姜
希
孟(

一
四
二
四
〜
一
四
八
三
・
字
は
景
醇)

が
書
い
た

『

東
国
滑
稽
伝』

の
序
文
に
、｢

吾
同
年
達
城
徐
侯
剛
中
氏
、

(

中
略)

作
太
平
閑
話
滑
稽
伝
四
巻
…｣

(

吾
ガ
同
年
ノ
達
城
徐
侯
剛
中

氏

(

居
正�

筆
者
注)

、(

中
略)

太
平
閑
話
滑
稽
伝
四
巻
ヲ
作
ル
…)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
、
成
立
当
初
、
四
巻
の
構
成
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

本
書
は
、
現
在
、
初
版
本
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
後
期
の
刊

行
か
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
一
種
、
写
本
で
伝
わ
る
も
の
四
種
、
合
計

五
種
類
の
諸
本
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
五
種
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
、

四
巻
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
、『

東
国
滑
稽
伝』

の
総
話
数

を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
朴
敬
伸
氏
は
本
書
の
成
立
当
初
、

少
な
く
と
も
二
七
一
話
以
上
は
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
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ら
れ
る

(

注
２)

。

さ
て
、｢

吝
太
郎
譚｣

の
類
話
は
、
五
種
の
諸
本
の
う
ち
、
天
理
大

学
今
西
文
庫
本

(

注
３)

(

第
一
一
二
話)

と
白
影
鄭
炳�

氏
所
蔵
本

(

第
六
十

五
話)

の
二
種
の
写
本
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
今
西
文

庫
本
に
よ
り

｢
吝
太
郎
譚｣

の
類
話
を
掲
げ
て
お
く

(

注
４)

。

有
一
守
令
、
待
客
饌
品
、
定
為
三
品
、
嘗
約
邑
人
、｢

欲
厚
餉
者

則
捫
眉
、
次
則
捫
鼻
、
次
則
捫
頤
、
毎
客
来
餉
儀
豊
殺
、
以
此
為

験｣

有
一
客
嘗
聞
其
語
、
到
邑
寒
暄
畢
就
坐
、
見
太
守
捫
其
頤
、

避
席
請
曰
、｢

夙
添
交
分
、
願
主
人
肯
之
以
眉｣

守
赧
然
、
饌
品

甚
盛

一
守
令
有
リ
、
客
ヲ
待
あ
し
ら
フ
饌せ

ん

ノ
品
ヲ
三
品
ニ
為
シ
テ
定
ム
、
嘗
テ

邑
人

い
ふ
じ
ん

ニ
約
ス
、｢

厚
ク
餉

や
し
な

ハ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ナ
レ
バ
則
チ
眉
ヲ
捫

ヅ
、
次
ハ
則
チ
鼻
ヲ
捫
ヅ
、
次
ハ
則
チ
頤
ヲ
捫
ヅ
、
客
ノ
来
ル
毎

ノ
餉
ヒ
ヲ
豊
殺

ほ
う
さ
い

ニ
ス
ル
儀
、
此
ヲ
以
テ
験
ト
為
ス
ベ
シ｣

ト
、
嘗

テ
其
ノ
語
ヲ
聞
キ
タ
ル
一
客
有
リ
、
邑
ニ
到
リ
寒
暄

か
ん
け
ん

ヲ
畢
リ
テ
坐

ニ
就
ク
、
太
守
ノ
其
ノ
頤
ヲ
捫
ヅ
ル
ヲ
見
ル
ニ
、
席
ヲ
避
テ
請
ヒ

テ
曰
ク
、｢

夙つ
と

ニ
交
分
ヲ
添
ヘ
タ
レ
バ
、
願
ハ
ク
ハ
、
主
人
ハ
之

レ
ヲ
肯

が
へ
ん
ジ
テ
眉
ヲ
以
テ
セ
ヨ｣

ト
、
守
、
赧
然

た
ん
ぜ
ん

ト
シ
テ
、
饌
ノ
品

ヲ
甚
ダ
盛
ン
ニ
セ
リ

｢

守｣

は

『

醒
睡
笑』

の

｢

住
持｣

に
、｢

眉
毛｣

、｢

鼻｣

、｢

頤｣

の

合
図
は

『

醒
睡
笑』

に
お
け
る

｢

額｣

、｢

胸｣

、｢

膝｣

に
そ
れ
ぞ
れ
対

応
す
る
こ
と
は
一
見
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、｢

吝
太
郎
譚｣

の
類
話
は

『

東
国
滑
稽
伝』

だ
け
で
な
く
、

他
の
朝
鮮
漢
文
笑
話
集
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『

東
国

滑
稽
伝』

よ
り
約
二
○
○
年
後
、『

醒
睡
笑』

よ
り
は
約
五
○
年
後
に

成
立
し
た
、
同
じ
く
朝
鮮
漢
文
笑
話
集

『
�

葉
志
諧』

に
も
そ
の
類
話

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
�

葉
志
諧』

は
、
朝
鮮
後
期
の
文
人
で
あ
る
洪
万
宗
が
編
集
し
た

漢
文
笑
話
集
で
あ
る
。
そ
し
て

｢

吝
太
郎
譚｣

の
類
話
と
い
う
の
は
本

書
第
二
十
二
話

｢

対
答
撫
額｣

(

対
答
ニ
額
ヲ
撫
ヅ)

の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
に
は
二
種
の
写
本
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
書
写
時
期
の

早
い
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
よ
り
本
文
を
掲
げ
て
お
く

(

注
５)

。

有
一
倅
、
性
吝
多
誦
、
預
約
下
吏
曰
、｢

客
到
、
汝
觀
我
所
撫
、

我
撫
額
則
為
上
客
、
撫
鼻
則
為
中
客
、
撫
�
則
為
下
客
、
饋
餉
豊

薔
、
以
此
而
高
下
焉｣

客
有
知
之
者
、
入
見
主
倅
、
叙
寒
暄
畢
、

熟
視
主
倅
額
上
、
低
聲
謂
曰
、｢

主
人
額
上
有
虫｣

主
倅
即
以
手

撫
額
、
下
吏
以
為

｢

上
客
也｣

餉
之
以
盛
饌
、
野
史
氏
曰
、｢

我

若
挟
術
以
待
人
、
則
人
亦
無
智
以
欺
我
、
遇
人
之
道
、
可
不
以
誠

信
為
本
也
哉｣
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一
倅
有
リ
、
性
ハ
吝
ナ
レ
ド
モ
誦
ズ
ル
コ
ト
多
シ
、
預
メ
下
吏
ニ

約
シ
テ
曰
ク
、｢

客
到
レ
バ
、
汝
、
我
レ
ノ
撫
ヅ
ル
所
ヲ
觀
ヨ
、

我
レ
、
額
ヲ
撫
ヅ
レ
バ
則
チ
上
客
タ
リ
、
鼻
ヲ
撫
ヅ
レ
バ
則
チ
中

客
タ
リ
、
�
ヲ
撫
ヅ
レ
バ
則
チ
下
客
タ
リ
、
饋き

餉
し
ょ
う

ノ
豊
薔
ハ
、
此

レ
ヲ
以
テ
高
下
セ
ヨ｣

ト
、
客
ニ
之
ヲ
知
ル
者
有
リ
、
主
ノ
倅
ヲ

バ
入
リ
テ
見
ル
、
寒
暄
ヲ
叙
ベ
畢
リ
テ
、
主
ノ
倅
ノ
額
ノ
上
ヲ
熟

視
シ
、
低
キ
聲
モ
テ
謂
ヒ
テ
曰
ク
、｢

主
人
ノ
額
ノ
上
ニ
虫
有
リ｣

ト
、
主
ノ
倅
即
チ
手
ヲ
以
テ
額
ヲ
撫
ヅ
レ
バ
、
下
吏
、
オ
モ
ヘ
ラ

ク
、｢

上
客
タ
リ｣

ト
、
盛
饌
ヲ
以
テ
之
ヲ
餉
フ
、
野
史
氏
曰
ク
、

｢

我
レ
若
シ
挟
術
ヲ
以
テ
人
ニ
待
レ
バ
、
則
チ
人
モ
亦
タ
無
智
ヲ

以
テ
我
ヲ
欺
ク
、
人
ヲ
遇ぐ

う

ス
ル
ノ
道
、
誠
ト
信
ヲ
以
テ
本
ト
為
ス

ベ
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ｣

ト

客
は
主
人
の
額
に
虫
が
い
る
と
嘘
を
つ
き
、
額
を
触
ら
せ
て
ご
馳
走

し
て
も
ら
う
と
い
う
内
容
と
教
訓
的
な
評
語
が
後
半
部
に
付
け
加
え
ら

れ
て
は
い
る
も
の
の
、｢

吝
太
郎
譚｣

と
の
類
話
関
係
は
確
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
柳
夢
寅

(

一
五
五
九
〜
一
六
二
三
・
号
は
於
于
堂)

編

『

於
于
野
譚』
(

一
六
二
一

(

元
和
七)

年
成
立
五
巻
か)

｢

執
�｣

(

�

ヲ
執
ル)

及
び
、
權
鼈

(

一
五
八
九
〜
一
六
七
一)

編

『

海
東
雑
録』

(

一
六
七
一

(

寛
文
十
一)

年
以
前
成
立
十
四
巻
十
四
冊)

の
徐
居
正

の
条
に
も
同
じ
く
類
話
が
見
ら
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
、
本
稿
で
は

『

東
国
滑
稽
伝』

と
内
容
的
に
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

『

海
東
雑
録』

の

類
話
は
掲
げ
ず
、
合
図
の
改
変
が
激
し
い

『

於
于
野
譚』

の
類
話
の
冒

頭
部
分
だ
け
を
注
に
載
せ
る

(

注
６)

。

こ
れ
ら
朝
鮮
の
文
献
に
、
数
多
く
見
ら
れ
る

｢

吝
太
郎
譚｣

の
類
話

は
、
筆
者
の
調
べ
た
か
ぎ
り
、
中
国
笑
話
集
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
朝
鮮
王
宮
に
お
い
て
、
宴
会
の
食
膳
を
三
等
級
に
分
け
る
伝
統

が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

(

注
７)

、
こ
の

｢

吝
太
郎
譚｣

は
、
そ
の
源
を
中
国

笑
話
に
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
独
自
に
発

生
し
た
笑
話
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、｢

吝
太
郎
譚｣

の
類
話
が
朝
鮮
漢
文
笑
話
集
の
い
く
つ
か
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
。

で
は
、
果
た
し
て

『

東
国
滑
稽
伝』

は
策
伝
の
目
に
直
接
触
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

策
伝
が
第
五
十
五
代
法
主
と
し
て
居
住
し
て
い
た
京
都
誓
願
寺
の
古

文
書
な
ど
を
調
査
し
た
、
京
都
府
教
育
委
員
会
編

『

浄
土
宗
西
山
派
三

本
山
誓
願
寺
・
光
明
寺
・
禅
林
寺
古
文
書
目
録』

(

京
都
府
教
育
委
員

会
、
昭
和
五
十
三
年)

や
、
藤
本
幸
夫
氏
の『

日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究』

(
京
都
大
学
出
版
部
、
平
成
十
八
年)

な
ど
に
つ
い
て
み
て
も
、
少
な

く
と
も『
東
国
滑
稽
伝』

の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

本
書
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
傍
証
は
、
現
段
階
に
お
い
て
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
ま
い
ち
ど
虚
心
に

『

醒
睡
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笑』
の
序
文
に
お
い
て
、
策
伝
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
に
注
目

し
て
お
き
た
い
。

策
伝
某
そ
れ
が
し小

僧
の
時
よ
り
、
耳
に
ふ
れ
て
お
も
し
ろ
く
、
お
か
し
か

り
つ
る
事
を
、
反
故
の
端
に
と
め
置
た
り
。(

中
略)

是
を
醒
睡

笑
と
名
付
、
か
た
は
ら
い
た
き
草
紙
を
、
八
巻
と
な
し
て
残
す
の

み
。

『

醒
睡
笑』

の
笑
話
は
、
こ
れ
ま
で
耳
で
聞
い
て
き
た
話
を
集
め
た

も
の
だ
と
す
る
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
が
笑
話
集
に
お
け
る
序
跋
文
の
常

套
句
で
あ
る
点
を
割
引
い
て
考
え
る
と
し
て
も
、
笑
話
集
が
編
ま
れ
る

過
程
に
は
口
伝
え
、
す
な
わ
ち
口
承
の
形
で
伝
わ
っ
た
も
の
が
集
め
ら

れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
当
然
考
え
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、｢

吝
太
郎
譚｣

に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
笑
話
を
策

伝
あ
る
い
は
策
伝
の
周
辺
の
人
物
に
伝
え
た
可
能
性
の
高
い
人
物
が
存

在
す
る
の
で
あ
る
。

三

姜�

と
藤
原
惺
窩

で
は
、｢

吝
太
郎
譚｣

を
策
伝
あ
る
い
は
策
伝
周
辺
に
も
た
ら
し
た

朝
鮮
の
人
物
は
誰
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。｢

吝
太
郎
譚｣

は
、
け
ち
な
地

方
官
吏
の
接
待
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る

と
お
り
、
朝
鮮
の
官
僚
文
人
の
間
で
よ
く
交
わ
さ
れ
て
い
た
話
で
あ
る
。

前
に
掲
げ
た

『�

葉
志
諧』

を
は
じ
め
、『

於
于
野
譚』

、『

海
東
雑
録』

な
ど
、
朝
鮮
の
文
献
に
そ
の
類
話
が
繰
り
返
し
て
出
て
く
る
人
気
ぶ
り

か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
当
時
の
朝
鮮
の
知
識
人
な
ら
、
誰
で
も
こ
の
笑

話
を
よ
く
知
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
本
稿
で
は
、
策
伝
の
周
辺
に

｢

吝
太
郎
譚｣

を
も
た
ら
し
た

蓋
然
性
の
高
い
人
物
の
一
人
と
し
て
、
姜�

(

一
五
六
七
〜
一
六
一
八
・

号
は
睡
隠)

な
る
朝
鮮
の
官
僚
文
人
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

姜�

は

『

醒
睡
笑』

が
成
立
す
る
四
半
世
紀
程
前
に
あ
っ
た
文
禄
・

慶
長
の
役
に
よ
り
日
本
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
捕
虜
で
あ
る
。

慶
長
三
年
六
月
ご
ろ
か
ら
慶
長
五
年
四
月
二
日
ま
で
伏
見
で
抑
留
生
活

を
し
な
が
ら
藤
原
惺
窩
と
交
友
を
深
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
伏
見
と
い
う
場
所
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
策
伝
は

慶
長
十
八
年
か
ら
元
和
九
年
ま
で
、
住
職
と
し
て
京
都
誓
願
寺
に
居
住

し
、
元
和
年
間
、
京
都
所
司
代
重
宗
の
前
で
笑
話
を
咄
し
て
い
た
が
、

そ
う
し
た
策
伝
と
き
わ
め
て
近
い
場
所
で
約
二
年
間
、
姜�

は
抑
留
生

活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
姜�

は
第
二
節
で
も
触
れ
た
、『

東
国
滑
稽
伝』

に

序
文
を
寄
せ
た
、
姜
希
孟
と
い
う
人
物
の
五
代
目
の
子
孫
で
も
あ
っ
た

(

注
８)

。

希
孟
の
序
文
を
ふ
た
た
び
見
て
み
る
と
、
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吾
同
年
達
城
徐
侯
剛
中
氏
、
居
閑
数
月
、
因
衆
賓
来
話
、
取
其
話

可
解
頤
而
警
人
者
、
作
太
平
閑
話
滑
稽
伝
四
巻
、
示
余
仍
請
添
録
、

景
醇
添
補
十
余
條
、
還
之

吾
ガ
同
年
ノ
達
城
徐
侯
剛
中
氏
、
閑
居
ス
ル
コ
ト
数
月
、
衆
賓
来

話
ス
ル
ニ
因
リ
テ
、
其
ノ
話
ノ
頤
ヲ
解
キ
テ
人
ヲ
警い

ま

シ
ム
ル
ベ
キ

者
ヲ
取
リ
テ
、
太
平
閑
話
滑
稽
伝
四
巻
ヲ
作
ル
、
余
ニ
示
シ
テ
仍

リ
テ
添
録
ス
ル
コ
ト
ヲ
請
フ
、
景
醇

(

希
孟�

筆
者
注)

、
十
余
条

ヲ
添
補
シ
、
之
ヲ
還
ス

と
、
居
正
の
依
頼
に
よ
っ
て
、｢

十
余
条｣
の
笑
話
を
加
え
た
と
言

い
、
本
書
の
成
立
に
希
孟
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
姜�

は

『
東
国
滑
稽
伝』

に

深
い
縁
を
も
つ
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

姜�

に
と
っ
て
、
五
代
前
の
先
祖
で
あ
る
、
希
孟
が
関
与
し
た

『
東

国
滑
稽
伝』

は
、
馴
染
み
深
い
笑
話
集
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、

姜�

自
身
も
、
笑
話
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
い
わ
ゆ
る

｢

咄｣

に
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
資
料
が
あ
る
。

睡
隠
姜�

の
文
集
で
あ
る

『

睡
隠
集』

に
見
ら
れ
る
中
国
の
瘤
取
り
譚

が
そ
れ
で
あ
る
。

『

睡
隠
集』

は
、
原
集

(

四
巻)

及
び
看
羊
録
、
附
録
、
別
集
の
四

つ
の
構
成
を
と
り
、
合
計
四
冊
で
あ
る
。
姜�

の
死
後
、
門
人
尹
舜
譽

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
一
六
五
八

(

享
保
十
三)

年
に
刊
行
さ
れ
た
。

原
集
の
巻
三
は
、｢

疏｣

、｢

文｣

、｢

序｣

、｢

記｣

、｢

書｣

、｢

雑
著｣

の
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
後
の

｢

雑
著｣

に
収
め
ら
れ
て
い
る

｢

瘤
戒｣

(

瘤
ノ
戒
メ)

に
、
中
国
の
瘤
取
り
譚
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
、
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
、
次
に
全
文
を
掲
出
す
る
。

引
用
は
、
民
族
文
化
推
進
会
刊

『

影
印
標
點
韓
国
文
集
叢
刊』

七
三

(

景
仁
文
化
社
、
一
九
九
一
年)

に
よ
る
。

呂
宋
。
東
海
中
小
国
也
。
地
偏
而
水
又
湍
駛
。
故
人
多
�
瘤
。
某

甲
額
■

(

マ
マ)

生
瘤
。
幾
如
甕
�
。
抑
首
不
能
起
。
其
妻
子
羞
而
逐
之
。

寝
息
山
間
者
数
日
。
夜
半
。
山
鬼
撃
鼓
群
譟
。
自
遠
而
近
。
甲
不

勝
其
怖
。
応
節
起
舞
。
示
若
無
懼
者
然
。
山
鬼
吐
舌
相
顧
曰
。

｢

異
哉
。
不
意
空
山
中
。
有
此
良
朋
之
可
与
娯
者
。｣

因
撃
鼓
不
已
。

甲
亦
舞
不
已
。
天
欲
明
。
鬼
謂
甲
曰
。｢

我
鬼
非
人
。
日
出
不
可

留
。
来
夜
当
復
来
。
公
亦
能
復
来
耶
。』

甲
曰

｢

諾｣

。
鬼
三
問
甲

三
諾
。
鬼
猶
不
信
曰
。｢

人
情
難
保
。
請
取
公
瘤
以
為
質
。｣

遂
栞

取
瘤
去
。
甲
喜
幸
走
倒
。
至
家
則
全
人
矣
。
妻
子
改
観
。
隣
里
聳

伝
。
某
乙
額
又
有
瘤
。
幾
如
某
甲
之
大
。
聞
甲
之
失
瘤
。
盤
跚
往

問
之
。
甲
悉
告
之
故
。
喜
甚
。
直
造
甲
所
寝
息
地
而
胥
之
。
夜
半
。

山
鬼
果
撃
鼓
讙
叫
而
至
。
乙
予
起
乱
舞
。
一
如
某
甲
之
為
。
山
鬼
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至
。
喜
曰
。｢

有
信
哉
。｣

相
与
尽
懽
而
罷
。
遂
謂
乙
曰
。｢

恐
公

失
信
。
故
取
瘤
為
信
。
公
既
能
来
。
可
還
公
瘤
。｣

遂
取
甲
瘤
安

之
乙
額
而
去
。
対
峙
如
双
家
。
乙
大
慟
曰
。｢

一
瘤
之
不
堪
。
而

況
両
瘤
耶
。』

遂
自
経
於
溝�

死
。
日
東
僧
舜
首
座
、
為
余
談
是

事
。
余
以
俘
虜
生
還
。
見
棄
於
昭
世
。
余
又
与
世
相
忘
。
久
而
不

知
身
之
曾
添
一
命
也
。
所
親
或
勤
之
曰
。｢

君
之
絶
意
於
栄
進
。

譬
如
黄
門
之
絶
意
於
房
室
。
蓋
且
求
之
。
以
洒
而
廃
棄
之
恥
呼
。｣

余
応
之
曰
。｢

籍
令
求
之
。
誰
即
与
之
。
前
恥
之
未
洒
。
而
窃
恐

更
得
後
恥
。
此
某
乙
欲
去
一
瘤
而
更
得
双
瘤
何
異
。』

勧
者
太
息

而
去
。

呂る

宋そ
ん

ハ
東
海
中
ノ
小
国
ナ
リ
。
地
偏へ

ん

ニ
シ
テ
水
又
湍た

ん

駛し

タ
リ
。
故

ニ
人
ニ
�こ

瘤ぶ

多
シ
。
某

な
に
が
しノ
甲
、
額
■

(

マ
マ)

ニ
瘤
ヲ
生
ズ
。
幾

ほ
と
ん
ド
甕か

�め

ノ

ゴ
ト
ク
、
首
ヲ
抑
ヘ
テ
、
起た

ツ
コ
ト
能
ハ
ズ
。
其
ノ
妻
子
、
羞
ジ

テ
之
ヲ
逐お

フ
。
山
間
ニ
寝
息
ス
ル
コ
ト
数
日
、
夜
半
ニ
、
山
鬼
鼓

ヲ
撃
チ
テ
群
レ
テ
譟さ

は

ギ
、
遠
キ
ヨ
リ
シ
テ
近
ヅ
ク
。
甲
其
ノ
怖
シ

キ
ニ
勝た

ヘ
ズ
、
節
ニ
応
ジ
テ
起
チ
テ
舞
ヒ
、
懼
ル
ル
コ
ト
無
キ
ガ

ゴ
ト
キ
ヲ
示
ス
コ
ト
然
リ
。
山
鬼
舌
ヲ
吐
キ
テ
相
ヒ
顧
ミ
テ
曰
ク
、

｢

異あ
や

シ
キ
カ
ナ
。
意お

も

ハ
ザ
リ
キ
、
空
山
ノ
中
ニ
、
此
ノ
良
キ
朋
ノ
、

与と
も

ニ
娯た

の

シ
ム
ベ
キ
者
有
リ
ト
ハ｣

ト
。
因
リ
テ
、
鼓
ヲ
撃
チ
テ
已

マ
ズ
。
甲
モ
亦
タ
舞
ヒ
テ
已
マ
ズ
。
天
明
ラ
カ
ナ
ラ
ン
ト
欲
ス
。

鬼
、
甲
ニ
謂
ヒ
テ
曰
ク
、｢

我
、
鬼
ニ
シ
テ
人
ニ
非
ズ
。
日
出
レ

バ
留
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
来
夜
、
当
ニ
復
タ
来
ル
ベ
シ
。
公
モ
亦
タ
能

ク
復
タ
来
ラ
ン
ヤ｣

ト
。
甲
曰
ク
、｢

諾｣

ト
。
鬼
三
タ
ビ
問
ヒ

テ
、
甲
三
タ
ビ
諾
ス
。
鬼
猶
ホ
信
ゼ
ズ
シ
テ
曰
ク
、｢

人
ノ
情
、

保
チ
難
シ
。
公
ノ
瘤
ヲ
取
リ
テ
、
以
テ
質
ト
為
サ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ｣

ト
。
遂
ニ
瘤
ヲ
栞き

リ
取
リ
テ
去
ル
。
甲
喜き

幸か
う

シ
テ
走
リ
倒
ル
。
家

ニ
至
レ
バ
、
則
チ
全
人
ナ
リ
。
妻
子
改
メ
テ
観
、
隣
里
聳す

す

メ
伝
フ
。

某
ノ
乙
、
額
ニ
又
瘤
有
リ
。
幾
ド
某
ノ
甲
ノ
大
キ
サ
ノ
ゴ
ト
シ
。

甲
ノ
瘤
ヲ
失
フ
ヲ
聞
キ
テ
、
盤
跚

ば
ん
さ
ん

ト
シ
テ
往
キ
テ
之
ヲ
問
フ
。
甲

悉
ク
之
ガ
故
ヲ
告
グ
レ
バ
、
喜
ブ
コ
ト
甚
ダ
シ
。
直
ニ
甲
ノ
寝
息

ス
ル
所
ノ
地
ニ
造い

た

リ
テ
、
之
ヲ
胥ま

ツ
。
夜
半
、
山
鬼
果
タ
シ
テ
鼓

ヲ
撃
チ
テ
讙

か
ま
び
すシ

ク
叫
ビ
テ
至
ル
。
乙
予
メ
起
チ
テ
乱
舞
ス
。
一
ニ

某
ノ
甲
ノ
為
ス
ガ
ゴ
ト
シ
。
山
鬼
至
リ
、
喜
ビ
テ
曰
ク
。｢

信
有

ル
カ
ナ｣

ト
。
相
ヒ
与
ニ
懽か

ん

ヲ
尽
ク
シ
テ
罷や

ム
。
遂
ニ
乙
ニ
謂
ヒ

テ
曰
ク
、｢

公
ノ
信
ヲ
失
ハ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
、
故
ニ
瘤
ヲ
取
リ
テ

信
ト
為
ス
。
公
既
ニ
能
ク
来
レ
バ
公
ノ
瘤
ヲ
還
ス
ベ
シ｣

ト
。
遂

ニ
甲
ノ
瘤
ヲ
取
リ
テ
、
之
ヲ
乙
ノ
額
ニ
安
ン
ジ
テ
去
ル
。
対
峙
ス

ル
コ
ト
家
ヲ
双な

ら

ブ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
乙
大
ニ
慟な

げ

キ
テ
曰
ク
、｢

一
ノ

瘤
ス
ラ
之
ヲ
堪
ヘ
ズ
。
而
ル
ニ
況
ン
ヤ
両
ノ
瘤
ヲ
ヤ｣

ト
。
遂
ニ

溝こ
う�

と
く

ニ
自じ

経け
い

シ
テ
死
ス
。
日
東
ノ
僧
舜
首
座
、
余
ノ
為
ニ
是
ノ
事

ヲ
談
ズ
。
余
、
俘ふ

虜り
ょ

ヲ
以
テ
生
還
シ
、
昭
世
ニ
棄
テ
ラ
ル
。
余
モ
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又
世
ト
与
ニ
相
ヒ
忘
ル
。
久
シ
ク
シ
テ
、
身
ノ
曾
テ
一
命
ヲ
添

か
た
じ
けナ

ク
ス
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
所
親

し
ょ
し
ん

或
ハ
之
ヲ
勧
メ
テ
曰
ク
、｢

君

ノ
意
ヲ
栄
進
ニ
絶
ツ
ハ
、
譬
ヘ
バ
、
黄
門
ノ
意
ヲ
房
室
ニ
絶
ツ
ガ

ゴ
ト
シ
。
蓋な

ん

ゾ
且
ツ
之
ヲ
求
メ
、
以
テ
廃
棄
ノ
恥
ヲ
洒す

す

ガ
ザ
ラ
ン

ヤ｣

ト
。
余
之
ニ
応
ヘ
テ
曰
ク
、｢

籍
令

た
と
ひ

、
之
ヲ
求
ム
レ
ド
モ
、

誰
カ
即
チ
之
ヲ
与
ヘ
ン
ヤ
。
前
ノ
恥
未
ダ
洒
ガ
ズ
。
而
シ
テ
窃
カ

ニ
更
ニ
後
ノ
恥
ヲ
得
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
ル
ハ
、
此
レ
、
某
ノ
乙
ノ
一

ノ
瘤
ヲ
去
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
、
更
ニ
双
ノ
瘤
ヲ
得
ル
ト
何
ゾ
異
ナ
ラ

ン
ヤ｣

ト
。
勧
ム
ル
者
太
息
シ
テ
去
ル
。

鬼
に
瘤
を
取
ら
れ
た
と
い
う
甲
の
噂
を
聞
き
、
そ
の
真
似
を
し
た
乙

が
、
瘤
を
減
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
増
や
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を

恥
じ
て
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
の
話
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ

ン
島

(

呂
宋)

と
い
う
地
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
瘤
取
り

譚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
傍
線
部
か
ら
、
日
本
の
僧
で
あ
る
舜
首
座

(

惺
窩)

が
漢
籍

か
ら
読
ん
だ
は
ず
の
右
の
咄
を
、
余
、
す
な
わ
ち
姜�

に
し
た
こ
と
も

窺
え
る
。

姜�

は
日
本
か
ら
帰
国
し
た
後
、
敵
の
俘
虜
と
な
っ
て
生
き
帰
っ
て

き
た
こ
と
を
恥
じ
、
出
仕
し
な
か
っ
た
。
出
仕
し
て
恥
を
す
す
ぐ
こ
と

を
勧
め
る
親
戚
に
、
姜�

は
惺
窩
か
ら
聞
い
た
右
の
咄
を
教
訓
の
例
話

と
し
て
、
恥
と
い
う
瘤
を
さ
ら
に
増
や
さ
な
い
た
め
に
出
仕
し
な
い
と

説
明
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

惺
窩
と
姜�

の
学
問
上
の
交
遊
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
学
問
の
事
柄
と
は
別
に
、
平
素
、
右
の
よ
う
な

｢

咄｣

が
姜�

と
惺

窩
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
改
め
て
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
右
の
事
実
は
、
長
嘯
子
、
貞
徳
と
い
っ
た
惺
窩

の
他
の
交
友
人
物
と
惺
窩
の
間
で
も
同
じ
く
、
歌
と
か
詩
だ
け
で
な
く
、

｢

咄｣

が
交
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
く
れ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
中
村
幸
彦
氏
の

｢

安
楽
庵
策
伝
と
そ
の
周
囲｣

『

中
村
幸
彦

著
述
集』

第
十
二
巻
、(

中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年)

に
引
用
さ

れ
た
諸
資
料
か
ら
、
そ
う
し
た
惺
窩
の
交
遊
圏
の
主
要
な
人
物
た
ち
が
、

同
時
に
策
伝
の
交
遊
圏
に
お
け
る
主
要
な
人
物
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
が
、
こ
れ
は
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る

(

注
９)

。

な
ぜ
な
ら
、
姜�

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

｢

吝
太
郎
譚｣

が
惺
窩
と
策

伝
を
つ
な
げ
る
人
脈
の
働
き
に
よ
っ
て

『

醒
睡
笑』

に
流
れ
て
い
っ
た

可
能
性
も
十
分
あ
り
得
る
た
め
で
あ
る
。

四

藤
原
惺
窩
、
松
永
貞
徳
、
そ
し
て
安
楽
庵
策
伝

惺
窩
と
策
伝
を
つ
な
げ
る
人
物
と
し
て
は
、
貞
徳
と
長
嘯
子
が
ま
ず

あ
げ
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
と
く
に
貞
徳
に
注
目
し
た
。
そ
の
理
由
は
後
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に
触
れ
る
が
、
ま
ず
惺
窩
と
貞
徳
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
惺
窩
の
父
為
鈍
と
貞
徳
の
父
永
種
と
は
従
兄
弟
で

あ
る
。
ま
た
、
貞
徳
の
子
尺
五
は
惺
窩
の
高
弟
で
も
あ
る
。
二
人
の
交

友
関
係
は
、
慶
長
六
年
九
月
十
三
日
の
十
三
夜
の
歌
会
へ
の
招
待
に
、

貞
徳
が
応
じ
て
い
た
こ
と
や
、
元
和
四
年
、
貞
徳
が
母
の
死
を
い
た
く

悲
し
ん
だ
詩
に
対
し
、
惺
窩
が
ね
ん
ご
ろ
な
詩
を
贈
っ
た
こ
と
か
ら
も

窺
え
る

(

注
�)

。

一
方
、
貞
徳
と
策
伝
の
交
遊
関
係
は
、
少
な
く
と
も
元
和
年
間
に
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
、
鈴
木
棠
三
氏
は

『

安
楽
庵
策
伝
ノ
ー

ト』
(

東
京
堂
出
版
・
昭
和
四
十
八
年)
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

貞
徳
自
身
と
策
伝
と
の
交
友
が
い
つ
結
ば
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い

が
、
慶
長
十
八
年
、
策
伝
が
京
都
誓
願
寺
第
五
十
五
世
と
し
て
晋

山
し
て
間
も
な
い
、
元
和
の
は
じ
め
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。(
中
略)

た
だ
、『

送
答
控』

に
現
わ
れ
た
寛
永
九
〜
十
二
年
の
両
者
の
友

誼
が
、
昨
日
や
今
日
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
は
事
実
で
あ
っ

て
、
醒
睡
笑
に
見
ら
れ
る
内
徴
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
人
は
元
和
の

は
じ
め
か
ら
親
交
を
結
び
、
策
伝
の
笑
話
収
集
に
協
力
し
た
も
の

と
推
定
し
て
大
過
な
か
ろ
う
と
思
う
。

小
高
敏
郎
氏
も
、
元
和
七
年
四
月
八
日
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
を

訪
れ
た
西
洞
院
時
慶
が
重
宗
の
父
勝
重
を
お
見
舞
い
す
る
と
こ
ろ
で
、

保
童
坊
、
す
な
わ
ち
、
貞
徳
に
会
っ
た
と
い
う

『

時
慶
卿
記』

(

寛
永

十
六
年
成
立
七
十
三
冊)

の
記
事
を
挙
げ

(

注
�)

、
策
伝
が
京
都
所
司
代
に
通
っ

て
い
た
こ
の
時
期
、
貞
徳
も
勝
重
の
御
伽
衆
と
し
て
京
都
所
司
代
に
通
っ

て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

伊
賀
守

(

勝
重�

筆
者
注)

は
後
に
説
く
如
く
、
見
識
に
富
む
一

流
人
と
好
ん
で
語
り
合
っ
た
。
言
は
ゞ
御
伽
衆
的
な
存
在
を
身
辺

に
置
い
た
の
で
あ
る
。
貞
徳
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

さ
ら
に
、
鈴
木
棠
三
校
注
東
洋
文
庫
三
一

『

醒
睡
笑』

戦
国
の

笑
話
の
解
説
の
中
で
、
氏
は
貞
徳
が
策
伝
に
笑
話
を
提
供
し
た
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『

寒
川
入
道
筆
記』

の
著
者
と
し
て

貞
徳
を
挙
げ
た
上
、『

寒
川
入
道
筆
記』

の
笑
話
十
七
話
が

『

醒
睡
笑』

に
見
ら
れ
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

策
伝
は

『

寒
川
入
道
筆
記』

を
机
上
に
お
い
て
抜
書
し
た
か
、
或

い
は
そ
の
著
者
の
口
か
ら
聞
い
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

前
掲
書
で
氏
は
さ
ら
に
、
策
伝
と
貞
徳
の
間
で

『

戯
言
養
気
集』

及
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び
『

き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語』

に
収
録
さ
れ
た
笑
話
が
話
頭
に
の
せ
ら

れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

(

前
略)
右
の
両
書
は
、
あ
た
か
も
策
伝
が
醒
睡
笑
の
編
集
整
理

に
手
を
染
め
つ
つ
あ
っ
た
の
と
同
じ
時
期
に
、
前
後
し
て
刊
行
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
策
伝
が
そ
の
新
刊
を
一
読

せ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。(

中
略)

松

永
貞
徳
も
ま
た
当
然
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
自
然
両
者
の
間
で
話
頭

に
上
っ
た
に
相
違
な
い
。

筆
者
が
貞
徳
に
注
目
し
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
筆
者
は
、『

寒
川

入
道
筆
記』

を
貞
徳
の
著
述
と
す
る
点
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
策
伝
と
笑
話
を
交
わ
し
、『
醒
睡
笑』

に
笑

話
を
提
供
し
た
と
擬
せ
ら
れ
る
貞
徳
、
そ
の
貞
徳
と
交
友
を
深
め
、
姜

�

と
も
親
し
く

｢

咄｣

を
交
わ
し
て
い
た
惺
窩
、
そ
し
て
、『
東
国
滑

稽
伝』

成
立
に
深
く
関
わ
っ
た
姜
希
孟
を
五
代
前
の
先
祖
に
も
っ
た
姜

�

、
こ
れ
ら
策
伝
周
辺
の
交
遊
圏
に
、｢

吝
太
郎
譚｣

が
口
承
の
形
で

伝
わ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、『

醒
睡
笑』

序
文
に
、

策
伝
某
小
僧
の
時
よ
り
、
耳
に
ふ
れ
て
お
も
し
ろ
く
、
お
か
し
か

り
つ
る
事
を
、
反
故
の
端
に
と
め
置
た
り
。

と
い
う
よ
う
に
、｢

吝
太
郎
譚｣

は
策
伝
の
耳
に
ふ
れ
、『

醒
睡
笑』

巻
二

｢

吝
太
郎｣

第
六
話
と
し
て
収
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
の
で
あ
る
。

注

注
１

以
下
、『

醒
睡
笑』

の
引
用
は
、『

近
世
文
芸
資
料』

(

古
典
文
庫
、
昭
和

三
十
九
年)

第
八
巻
所
蔵
の
内
閣
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
私
に
濁
点
を

施
し
た
。

注
２

朴
敬
伸

『

対
校
・
訳
註
太
平
閑
話
滑
稽
伝』

(

国
学
資
料
院
、
一
九
九
八

年)

の
解
題
に
挙
げ
ら
れ
る
、『

東
国
滑
稽
伝』

の
五
種
の
諸
本
を
以
下

に
掲
げ
て
お
く
。

①
晩
松
本

(

高
麗
大
学
晩
松
文
庫
所
蔵
刊
本
二
巻
一
冊
・
一
三
四
話)

②
一
簑
本

(

ソ
ウ
ル
大
学
一
簑
文
庫
所
蔵
謄
写
本
二
巻
・
一
四
六
話)

③
白
影
本

(

白
影
鄭
炳�

氏
所
蔵
写
本
一
巻
一
冊
・
一
一
三
話)

④
今
西
本

(

天
理
大
学
今
西
文
庫
所
蔵
写
本
一
巻
一
冊
・
一
八
七
話)

⑤
民
資
本

(

民
俗
資
料
刊
行
会
所
蔵
謄
写
本
二
巻
・
一
四
六
話)

①

(

朝
鮮
後
期
か)

④

(

一
九
三
一
年)

⑤

(

一
九
五
三
年
以
前)

を

除
く
②
と
③
の
書
写
時
期
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
五
種
の
諸

本
か
ら
把
握
で
き
た
重
複
を
除
く
二
六
七
話
に
、
權
鼈

(

一
五
八
九
〜

一
六
七
一
年)

が
編
集
し
た
人
物
辞
典
式
説
話
集
で
あ
る

『

海
東
雑
録』

(
一
六
七
一
年
以
前
成
立
十
四
巻
十
四
冊)

の
徐
居
正
の
条
だ
け
に
見
ら

れ
る
四
話
を
加
え
る
と
、『

東
国
滑
稽
伝』

の
総
話
数
は
二
七
一
話
以
上

に
な
る
。
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注
３

今
西
文
庫
本
の
跋
文
に
、｢

浅
川
伯
教
氏
所
蔵
本
、
順
庵
安
鼎
福
先
生
旧

蔵
本
写
本
、
転
写
人
、
昭
和
六
年
五
月
、
今
西
龍｣

と
あ
る
。
昭
和
六

年
五
月
、
京
城
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
今
西
龍
氏
が
淺
川
伯
教
氏

の
所
蔵
本
を
書
き
写
し
た
の
が
今
西
文
庫
本
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
淺

川
伯
教
氏
は
柳
宗
悦
と
と
も
の
朝
鮮
民
族
美
術
館
設
立
に
も
参
加
し
た
、

｢

朝
鮮
陶
磁
器
の
神
様｣

と
も
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
西

氏
が
参
考
に
し
た

｢
淺
川
伯
教
氏
所
蔵
本｣

と
は
、
順
庵
安
鼎
福
氏
所

蔵
写
本
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
４

本
稿
で
は

『

韓
国
文
献
説
話
全
集』

七

(

東
国
大
学
校
附
設
韓
国
文
学

研
究
所
、
一
九
八
一
年)
に
載
っ
て
い
る
今
西
文
庫
本
の
影
印
本
を
利
用

し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
以
下
、
朝
鮮
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

私
に
読
点
を
付
し
、
読
み
下
し
文
を
あ
わ
せ
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

注
５

『
�

葉
志
諧』

の
二
種
の
諸
本
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

①
民
資
本

(

民
俗
資
料
刊
行
会
所
蔵
謄
写
本
一
巻
・
七
十
九
話)

②
東
洋
文
庫
本

(

日
本
東
洋
文
庫
所
蔵
写
本
一
巻
一
冊
・
七
十
六
話)

東
洋
文
庫
本
は
、
一
九
五
三
年
に
謄
写
さ
れ
た
民
俗
資
料
刊
行
会
本
の

韓
漢
混
淆
文
よ
り
は
原
文
に
近
く
、
そ
の
書
写
時
期
も
早
い
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

注
６

次
は

『

於
于
野
譚』

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
写
本

(

朝
鮮
後
期
一

巻
一
冊)

第
三
十
五
話

｢

執
�｣

の
該
当
箇
所
で
あ
る
。
顔
の
三
箇
所

だ
っ
た
合
図
が
�
の
上
中
下
段
を
執
る
合
図
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。｢

近
世
有
小
丈
夫
長
�
者
、
家
事
稍
裕
、
備
酒
饌
以
餉
賓
客
、

陰
与
妻
約
、『

吾
見
上
客
執
上
�
、
見
中
客
執
中
�
、
見
下
客
執
下
�
、

子
以
三
等
別
具
酒
饌
以
餉
餐
之』

、(

後
略)｣

注
７

朝
鮮
王
憲
宗
の
時
の

『

進
饌
儀
軌』

(

一
八
二
八

(

文
政
十
一)

年
刊
三

巻
三
冊)

を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
宴
席
に
出
す
食
膳
を
そ
の
人
の
身

分
に
応
じ
て

｢

上
床｣

、｢

中
床｣

、｢

下
床｣

の
三
等
級
に
分
け
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。｢

戚
臣
頒
賜
宴
床
上
床
四
床
器
数
饌
品
盤
器
床

花
並
同
淑
善
翁
主
饌
床
諸
臣
頒
賜
宴
床
内
侍
下
床
十
五
床
饌
品
盤
器
床

花
同
中
床｣

注
８

朴
鐘
鳴
校
注
東
洋
文
庫
四
四
〇『

看
羊
録』

(

平
凡
社
、
昭
和
五
十
九
年)

の
解
説
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢

姜�

は
一
五
六
七

(

明
宗
二
二)

年
、

姜
克
倹
の
四
男
と
し
て
、
全
羅
南
道
霊
光
郡
仏
甲
で
生
ま
れ
た
。
本
貫

は
晋
州
で
、
李
氏
朝
鮮
初
期
の
名
儒
、
私
淑
斎
姜
希
孟
の
五
代
目
の
子

孫
で
あ
る
。｣

注
９

策
伝
が
寛
永
十
一
年
三
月
十
一
日
及
び
九
月
四
日
に
催
し
た
歌
会
に
、

貞
徳
と
長
嘯
子
が
出
席
し
た
こ
と
や
、
卯
月
七
日
に
策
伝
が
踏
皮
三
そ

く
を
貞
徳
に
送
り
、
二
人
が
歌
の
や
り
取
り
を
し
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。

注
10

小
高
敏
郎
氏
は
、『

戴
恩
記』

(

天
和
二
年
刊
二
巻
二
冊)

下
巻
、
慶
長

六
年
九
月
十
三
日
の
条
及
び
惺
窩
の
詩

｢

書
逍
遥
老
人
詩
後｣

を
挙
げ

な
が
ら
二
人
の
交
友
関
係
を
考
証
さ
れ
た
。
小
高
敏
郎

『

松
永
貞
徳
の

研
究』

(

至
文
堂
、
昭
和
二
十
八
年)

を
参
照
。

注
11

『

時
慶
卿
記』

の
元
和
七
年
四
月
八
日
の
条
の
該
当
箇
所
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。｢

伊
賀
守
へ
見
舞
ニ
行
咳
気
以
外
ノ
由
候
保
童
坊
ト
云
人
知
人

ニ
成
候
昔
徳
善
院
ノ
時
ノ
事
申
候
。｣

注
の
掲
げ
の
小
高
論
文
を
参
照
。

(

ぐ
む

よ
ん
じ
ん
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程)
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